


（第１１号書式（Ａ））
（全期間型特別適格債務者向け証書貸付債権または特定期間型特別適格債務者向け証書貸付債権であって政府（特別会計を含む）に対する証書貸付債権であるもののうち、電子証書貸付債権以外のもの用）
振出手形および電子記録債権の不存在に関する確認書
年　　月　　日（注１）
日 本 銀 行　御中（届出印）



	（担保差入先）（注２）



	










貴行の融通金に対する据置担保または貴行と当方間の担保に関する基本約定（担保に関する基本約定（適格外国債券担保）を含みます。）にもとづく根担保として差入れる下記証書貸付債権に関し手形が振り出されていないことおよび電子記録債権が発生していないことを確認し、念のため本確認書を差入れます。

記

[bookmark: _GoBack]　　　　年　　月　　日付財理第　　号にもとづく証書貸付債権（　　　　（注３）第
　　　号、残存元本額　　　　　　　　　　円）

以　　上


（注１）提出日（担保差入の申出を行う日）を記入する。
（注２）代表者またはその者から権限を付与された者の役職名を記載し、記名なつ印または署名をする。役職名、氏名、印鑑または署名は、印鑑届等により日本銀行に届出たものを使用する。 
（注３）交付税及び譲与税配付金特別会計に対する証書貸付債権の場合には「交一借」と、エネルギー対策特別会計に対する証書貸付債権の場合には「エネ特借」と、国有林野事業債務管理特別会計に対する証書貸付債権の場合には「林野特借」と、それぞれ記入する。



